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先主

を
救
う
献
血

一
一
一
月
十
日
集
問
献
血

度

公
過
去
一
カ
月
以
内
に
鵡
楠
漁

の
悶
制
約
で
採
血
し
た
入
。

伐
材
担
額
し
て
い
る
入
。

C今
品
同
有
晶
刑
務
、
緩
康
状
線
の
滋

い
人
。

ま
た
、
祭
出
閣
を
す
る
人
は
、

血
液
が
瀦
ち
ま
ず
か
ら
総
仲
間
な

ど
の
重
い
骨
組
い
食
ぷ
を
と
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。
謀
劇
終
に
医

綴
が
検
診
し
ま
す
か
ら
祭
惑
な

採
点
描
は
し
ま
せ
ん
。

A
H

剛
腕
に
獄
窓
ザ
ヂ
蹴
慨
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
手
緩
を
幾
多
く

だ
さ
い
。

採
血
を
し
て
も
、
安
静
に
し

た
9
す
る
必
妥
は
あ
ち
ま
せ
ん

か
ら
、
と
の
機
会
に
多
数
の
方

の
紋
市
出
没
お
待
ち
し
ま
す
。

勃
凱
血
さ
れ
た
ガ
に
は
、
持
臥
議

手
緩
主
総
ム
鼠
パ
ッ
チ
ぷ
伊
平
淡
築

中
部
十
字
セ
y
h
p
ー
か
ら
交
付
さ

れ
ま
す
。

制
執
政
手
掛
慌
に
は
、
ぬ
胤
液
裂
や

そ
申
他
必
援
な
事
前
慣
が
記
滅
さ

れ
て
お
担
、
本
人
又
紋
家
族
の

ガ
で
も
、
友
人
的
り
方
で
も
幼

描
慌
が
必
謝
討
に
な
っ
た
場
合
神
州
、

出
制
緩
に
紙
綾
子
制
棋
を
示
し
、
拘
地

波
を
鵠
餅
求
し
ま
す
と
、
後
先
的

に
感
神
慌
が
い
た
だ
け
ま
す
。

選

挙

人

名

講

の

追

加

登

録

ゴ
一
月
十
一
日
か
ら
総
覧

永
久
選
挙
人
名
簿
の
遠
施
設

剖
穏
を
一
一
一
月
一
釘
現
在
で
行
な
い

ま
す
。ζ

の
A
沼
畑
州
畿
銀
で
名
時
時
に
援

組
陣
容
れ
る
方
は
、
一
一
一
月
}
呂
調
晶

表
で
神
間
二
十
才
以
上
に
な
っ
た

方
と
、
新
ち
た
に
・
本
総
に
仲
悼
む

よ
う
に
な
っ
た
方
の

5
ち
、
臨
時

年
の
十
二
月
一
円
口
以
降
引
き
絞

き
総
ん
で
い
る
官
庁
で
す
。

毎
年
、
一
一
一
万
一
臣
及
び
、
九

月
一

8
で
追
加
数
銭
安
行
な
っ

て
お
れ
ツ
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
本

人
の
緩
裁
が
な
い
と
滋
挙
人
名

簿
に
登
録
寄
れ
ま
せ
ん
。
今
陥
闘

の
疑
終
も
緩
歯
車
あ
っ
た
方
を

毅
批
献
す
る
わ
け
守
す
が
、
四
慌
録

さ
れ
た
一
方
的
住
保
山
、
氏
名
位
、

…
一
一
月
十
一
銭
か
ら
十
日
開
ハ
ゑ

口
村
榊
幡
町
口
に
か
か
わ
ら
す
午
前

八
臨
吋
か
ら
五
持
ま
で
)
役
場
及

び
各
支
一
段
で
名
簿
を
お
み
せ
し

ま
す
。今

ま
で
の
滋
挙
人
名
簿
に
塗

録
き
れ
て
い
な
い
ガ
で
、
先
舎

の
婆
件
げ
な
餓
え
て
い
る
カ
の
う

ち
、
淵
期
挙
管
渡
#
骨
髄
円
余
w
h

登
録

の
市
中
し
山
同
一
没
後
ま
せ
て
あ
る
品
々

は
、
こ
の
出
期
間
関
に
必
ヂ
肉
問
分
出
口

氏
名
』
伊
奈
録
さ
れ
て
い
る
か
を

惑
か
め
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
が
永
久
に
摺
耐
え

お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

本
蜘
刊
に
往
ん
で
い
る
線
り
永
久

に
登
慾
寄
れ
て
い
る
の
で
ナ
。

判
明
ら
た
に
波
紋
祭
録
さ
れ
る

有
総
務
は
、
縦
覧
灘
間
中
に
必

ず
溶
か
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

》、，，。

審立〉火災予防

2是認9日-3月13詔

争 これから診にかけて捻空気が李主主義し、強いE震が君主宰ま

すので火のままに+分注意してくだ塩い。
@ 防火言語演会.映画会をお丹 5悶午後1待からお立寄警告発

KK銀総会鑓で行ないます。

A

甲
府
門
め
だ
法

時
概
数
諜
に
回
帰
窓
し
て
あ
る
入

酷
油
市
議
畿
に
、
開
閉
山
相
四
十
二
年

絞
り
一
給
与
支
払
誕
組
問
嚇
樹
、
間
同
居

朝
四
時
脱
説
明
曲
線
を
燃
え
て
、
一
一
一
mn

A

曹

人

同

版

協

片

務

十

二

対

ま

で

に

申

込

ん

で

く

だ

附
吋
出
刊
に
住
所
、
ま
た
は
勤
務
語
い
。

ず
る
も
の
句
、
隠
居
親
族
が
い
申
込
殺
の
出
火
援
態
宵
革
命
行
い

る
こ
と
。
曹
団
に
仲
間
窓
に
図
っ
て
総
当
者
が
多
い
場
合
は
、
品
閣
議

い
る
こ
と
が
開
明
ら
か
で
あ
る
と
会
を
行
な
い
ま
す
。
今
協
は
玲

と
。
こ
の
住
宅
時
弘
、
低
綴
所
得
ご
綴
祭
出
宅
の
み
マ
ナ
。

翁
に
対
し
て
、
淡
い
家
賃
で
笈
な
お
、
泌
総
に
よ
っ
て
樹
新
附
践

す
も
の
明
、
年
限
努
摺
慨
は
芳
一
車
滋
が
あ
れ
ツ
ま
す
が
、
沖
ニ
表

淡
の
と
お
守
で
あ
る
も
の
。
め
と
お
り
で
ず
。

姑
別
…
市
消
〈
給
与
引
所
得
一
人
の
揺
吻
A
口)

滋
製
鉄
幾
人
数
一
一
人
一
一
一
人
一
三
人
一
四
人

ふ
年
四
回
収
入
一
側
一
や
呂
口
一
間
沼
田
の
一
回
苧
沼
田
一
一

そ
の
他
の
収
入
に
つ
い
て
は
帽
制
緩
し
て
く
だ
さ
い

二
月
十
五
日
か
ら
十
六
誌
に

か
け
て
戦
後
二
間
開
設
と
か
云
わ

れ
る
大
潟
が
縛
っ
た
A
滋
淡
の

余
括
的
に
議
も
剛
関
係

mu
深
い
浴
時
開
も
こ

皇

の

た

め

言

意

不
鐙
主
な
っ
た
k

ト
rい

こ

ろ

が

鍔

ケ

ま

口

あ
る
主
だ
時
間
繁

2

は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
升
ず

に
問
見
受
け
ら
れ
る
若
廷

が
盟
国
ど
け
と
と
も
、
ハ
〆

に
滋
協
母
あ
ち
と

A
V
i

ち

に

去

す

が

事

句
者
切
で
い
る
み
こ

の
道
的
措
も
向
防
総
事
等
mv
遂
行
間
桝

数
の
緩
和
却
に
よ
っ
て
ぬ
か
る
み

が
広
が
っ
て
い
く
A
そ
の
滋
腕
輪

に
ド

νド
γ
砂
利
を
入
れ
て
澄

践
的
世
損
傷
念
会
い
比
め
る
こ
と

に
全
力
安
挙
げ
て
い
る
が
い
か

問
舟
一
沼
か
ら

普
通
蹴
抑
制
限
斜
線
に

務
孫
子
総
劇
団
施
時
柏
、
い
ま
ま

で
脇
村
笈
郵
便
縁
で
し
た
が
、
三

月
一
日
か
ら
後
滋
郵
便
お
に
閥
骨

油
開
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
ち
、

い
ま
ま
で
時
帰
品
目
取
れ
ツ
扱
い
鈴

蘭
は
午
前
八
臨
時
か
ら
午
後
六
時

に
せ
ん
金
町
に
わ
た
っ
て
の
制
閥

復
唱
た
め
忍
う
よ
う
に
学
制
協
が

で
き
な
い
A
紗
利
入
れ
の
渡
れ

司
て
い
る
精
霊
は
、
い
ま
し
ば
ら

…
く
ど
李
飽
食
い
た
だ
き
た
い
と

と
を
お
綴
い
す
る
企
本
年
七
月

の
…
部
絵
ふ
安
関
綴
に
上
水
滋

り
回
出
管
ザ
ム
挙
が
幹
線
滋
山
崎
令
官
ふ

体
に
幾
め
ら
れ
て
い

討
狩
る
A
い
ろ
い
ろ
部
商

…J

で
出
向
き
ま
ガ
に
ど
渓

T
j

綴
を
か
け
る
こ
と
と

引
行
恩
わ
れ
る
が
し
ば
ら

校
レ
く
の
附
開
ど
協
力
会
お

の
開
闘
い
し
た
い
A
A

機
管

遊
し
議
室
史
家

命
れ
は
叉
陪
慌
の
間
関
端
械
と
と

4

6

u

b

に
ど
ッ
チ
を
挙
げ

て
い
く
こ
と
に
な
q

て
い
る
&
な
お
市
相
陣

地
の
之
官
惜
は
裟
問
問
作
端
部
が
灘
体

主
な
る
m
v
で
夜
間
闘
に
議
持
ね
す
る

自
動
中
阜
の
議
刊
行
に
あ
た
っ
て
は

充
分
的
注
意
を
お
綴
い
し
た
い

A
そ
れ
と
悶
制
緩
に
よ
る
ど
迷
晴
樹

骨
組
ね
て
と
協
力
お
綴
い
し
た
い

ま
ぜ
で
し
た
が
、
一
一
一
向
に
お
か

ら
午
後
八
鈴
ま
で
怒
口
取
銭
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特
別
弔
慰
金
の

請
求
託
つ
い
て

に
よ
り
、
緩
和
一

絞
ゑ
だ
け
を
支
払
剛
容
れ
、

ま
で
担
問
の
保
険
開
会
も
漂
い
て
い

な
い
淡
淡
に
支
綴
語
れ
て
い
る

特
別
弔
慰
金
の
務
求
は
、
一
一
一
狗
月

末
廷
で
時
効
と
な
れ
ツ
ま
す
の
で

該
当
者
は
、
抽
税
務
社
会
議
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

軍
人
加
算
患
給
は

一
一
一
月
末
日
ま
で

関
市
和
一
一
一
十
七
年
に
改
正
さ
れ

た
軍
人
知
義
用
品
給
は
今
年
で

む
学
科
闘
に
あ
た
哲
、
一
一
一
月
末
日

ま
で
に
綴
求
し
な
い
と
終
始
に

な
9
ま
す
申
で
、
該
当
者
減
、

役
場
社
会
緩
ま
で
お
い
マ
く
だ

5
3
0
 

-
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新
し
い
食
業
を
め
ざ
し
て
、

町
で
は
昭
和
四
十
一
年
度
か
ら

構
造
改
善
事
業
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
事
業
も
計
画

的
に
進
み
、
日
秀
、
中
霊
地
区

の
水
国
を
乾
沼
化
す
る
た
め
の

精
き
ょ
排
水
事
業
約
六
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
な
は
じ
め
、
野
菜
の
共

同
育
菌
綴
設
ニ
ヶ
所
、
ピ
ニ
!

ル
ハ
ウ
ス
一
万
一
一
一
千
二
百
平
方

メ
ー
ト
ル
の
集
団
化
を
図
り
ま

し
た
。本

年
度
は
、
中
持
地
先
の
水

田
ほ
場
整
鍛
事
業
約
八
十
一
一
へ

P
タ
ー
ル
(
事
業
曲
目
六
千
七
百

二
十
五
万
円
、
う
ち
国
銀
の
補

旬

、ーびあ報広

施
設
園
芸
の
主
産
地
め
ざ
し

助
金
七
十
vm〉
の
工
事
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
と
の
工
事

も
三
月
下
旬
ま
で
に
は
終
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
主
併
行
し
て

用
水
計
額
も
進
み
、
手
賀
招
を

水
調
酬
と
す
る
県
営
潟
水
の
改
良

事
業
〔
事
業
費
一
億
六
千
三
百

七
十
万
円
〉
も
三
月
下
旬
に
は

完
成
の
見
込
み
で
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
が
完
成
す
る

と
、
い
ま
ま
で
の
雑
然
と
し
た

耕
地
か
ら
、
区
一
聞
の

撃
然
と
し
た
耕
地
に

変
り
、
農
作
業
が
し

や
す
く
な
り
.
労
力

も
大
変
省
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
用
水
の
完

成
に
よ
り
昨
年
の
よ

う
に
干
ば
つ
の
時
に

も
、
各
水
田
は
水
の

心
配
を
し
な
く
て
も

す
む
よ
う
に
な

P
水

稲
の
増
枚
が
期
待
で

き
ま
す
。

中
持
地
区
で
は
、

台
地
の
農
耕
地
が
都

市
化
す
る
こ

k
を
見

込
み
、
施
設
樹
芸
(

ピ
品
|
ル
ハ
ウ
月
〉 待

た
れ
る
ん

hpuh

を
、
ほ
場
整
備
さ
れ
た
水
田
に

集
問
化
さ
せ
て
、
ト
マ
ト
、
キ

ユウ

p
一
大
主
産
地
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
野
菜
共
同
育
首

施
設
一
ケ
所
、
野
菜
ハ
ウ
見
管

理
施
設
二
ケ
所
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
一
万
一
一
一
千
平
方
メ
ー
ト
ル

を
集
団
化
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
施
設
か
ら
、
春
作

の
ト
マ
ト
年
間
十
五
万
キ
ロ
グ

(分主主種郵便物認可〉

町民交通傷害保険出張受付日程表
:J:~苦 戸斤 月 日 Jl，子 間

舟戸台青年館 3月6日(水) 9.30 - 12.00 

ときわ青年銭 。 13.30 - 16.00 

土谷j挙公民館 3月7B (木) 9.30 - 12.00 

久守家青年銭 。 13.30 - 16:0'o 

根戸、東陽寺 3月8日(金:) 9.30 - 12.00 

我孫子輿陽寺 。 13.30 - 16.00 

商工会館 3月9臼(土) 9.30 - 12.00 

我孫子中央公民館 。 13.30 - 16.00 

青山公民館 3月11日(月) 9.30 - 12.00 

品野山青年館 イシ 13.30 - 16.00 

柴崎神社 3月12日(火) 9.30 - 12.00 

下ヶ戸商音寺 。 13.30 - 16.00 

i竜前青年館 3月13日(水) 9.30 - 12.00 

偶発戸白泉寺 。 13.30 - 16.00 

中線上青年館 3月14日(木) 9.30 ;...， 12.00 

中除下公民館 。 13.30 - 16.00 

新木青年館 3月15日(金) 9.30 - 12.00 

病星公民館 。 13.30 - 16.00 

布佐下公民館 3月18臼(月) 9.30 - 12.00 

布佐都青年銭 。 13.30 - 16.00 

の
出
荷

ヲ
ム
、
秋
作
の
キ
ウ
ユ
り
四
十

万
本
の
計
間
四
出
荷
を
見
込
ん
で

お
り
、
共
同
育
所
施
設
か
ら
各

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
ト
マ
ト
の

背
が
定
縫
さ
れ
て
お
り
、
四
月

下
旬
か
ら
の
出
荷
が
待
た
れ
て

い
ま
す
。

四
恩
真
】
上
集
団
化
芭
れ
た

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
下
盤
恋

さ
れ
る
耕
地

交
通
傷
害
保
険

町
民
表
通
傷
害
保
険
に
つ
い

て
は
、
広
報
、
パ

γ
フ
レ
ッ
ト

お
よ
び
地
区
別
の
説
明
会
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
同
月
一

日
か
ら
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

こ
の
予
約
受
付
を
一
一
一
月
一
日
か

ら
役
場
窓
口
、
湖
北
布
佐
支

所
で
行
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

印
鑑
と
保
険
料
(
三
百
六
十
円

)
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ

為
。

b
 ま

た
、
と
の
保
険
は
中
途
加

二
十
才
に
な
っ
た
ら

現
在
の
よ
う
な
郵
便
制
度
が
ハ
ガ
キ
は
、
東
京
|
大
阪
と
主
正
確
に
処
理
す
る
た
め
、
今
年
を
処
理
で
き
ま
す
の
で
、
新
し
号
合
合
め

実
施
さ
れ
て
約
百
年
に
な
り
ま
要
都
市
間
を
飛
行
機
で
運
ん
だ
七
月
か
ら
全
国
一
斉
に
郵
便
番
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
サ
1
ピ

こ

百

七

十

i
十
一

‘
す
が
、
郵
便
物
数
は
、
当
時
の
り
、
大
型
郵
便
局
や
小
包
郵
便
号
制
廃
か
実
施
さ
れ
ま
す
。
与
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
と
な

O
ま
ず
か
ら
、
今
か
ら
菱

川

五

十

六

万

遍

か

ら

現

在

は

百

億

物

を

専

門

に

扱

う

局

を

設

け

た

こ

の

制

度

は

、

全

国

の

都

道

す

。

出

す

郵

便

物

に

、

差

出

人

の

と

川
通
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
り
し
て
、
近
代
化
に
努
め
て
お
府
県
、
市
町
村
を
番
号
で
整
礎
こ
れ
は
、
従
来
通
り
宛
所
を
こ
ろ
へ
「
郵
便
番
号
二
百
七
十

五
開
口
品
目
郵
便
制
度
の
改
正
日
日
訪
れ
時
日
五
技
能

…
刊
誌
れ
ね
ば
日
目
背
番
号
に
な
る
宛
先
好
い
日
日
刊
れ
H

J
枯
れ
れ
rに
つ
い
て

川

ピ

旦

の

向

上

に

苦

心

し

て

お

り

す

。

は

、

後

日

お

知

ら

せ

し

ま

す

が

川

ま

す

が

、

急

激

に

域

加

す

る

郵

り

ま

す

が

、

そ

れ

で

も

な

お

郵

し

て

、

そ

の

宛

名

番

号

安

自

動

皆

さ

ま

の

御

協

力

を

お

願

い

い

川
便
物
に
は
、
局
の
増
設
も
、
転
使
作
業
の
七
十
パ
!
セ
Y
ト
は
区
分
機
で
自
動
的
に
処
理
す
る
と
の
郵
便
番
号
簿
は
、
五
‘
た
し
ま
す
。

川
員
の
増
員
も
な
か
な
か
追
い
つ
人
力
に
た
よ
っ
て
い
ま
す
。
に
と
に
な
り
ま
す
。
六
月
演
に
各
家
庭
に
配
布
さ
れ

川

か

な

い

現

状

で

す

。

こ

の

人

力

の

大

部

分

を

占

め

こ

の

方

法

に

よ

る

と

、

人

カ

る

予

定

で

す

。

我

孫

子

郵

便

局

川

そ

E
で
、
昨
年
か
ら
手
紙
や
る
「
区
分
け
作
業
」
を
、
速
く
の
六

I
じ
倍
の
速
さ
で
郵
便
弱
貌
孫
子
町
の
番
号
は
、
県
番

E
E
;
j
i
i
i
i
i
i
i
i
z
-
-
i
 

を

う

け

た

人

た

ち

で

、

以

上

政

弘

史

私

た

ち

と

の

拙

開

会

花

、

手

軽

に

は

い

間
関
さ
れ
た
事
項
で
該
当
す
る
皆
陀
防
の
生
活
設
れ
る
簡
易
保
険
に
加
入
さ
れ
る

稼

で

未

だ

届

出

の

す

ん

で

い

な

口

木

計

の

最

も

ょ

う

お

願

い

し

ま

す

。

い
方
は
、
早
急
に
属
山
山
て
下
さ

v
」

A
l
b
-
b
l

t
ヨ
刀

4
4
l
f

主
催
我
孫
子
郵
便
局
長

計

Ed
る

の

は

貯

寺

田

正

夫

園

国

民

年

金

に

加

入

で

き

な

い

知

簡

蓄

で

す

。

協

賛

我

孫

子

町

長

者

弱

点

λ

4

|

ζ

の
貯

U

J

u

f

-

鈴

木

和

喜

一

、

厚

生

年

金

保

険

な

匠

蓄

の

動

機

二

、

船

員

保

険

内

川

J

1

9

と
し
て
は

三
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合

aM
重

「

病

気

や

図
、
地
方
公
務
員
共
済
制
組
合
{
凶
作
「
不
時
の
災

京

、

私

立

学

校

教

貫

主

計

害

に

備

え

組

合

て

」

と

い

六
、
公
共
企
業
体
転
員
共
済
う
理
由
が
全
体
の
七
十
パ

1
セ

組
合

γ
ト
を
占
め
て
お
り
、
つ
い
で

七
、
農
林
漁
業
図
体
等
転
員
「
こ
ど
も
の
教
育
や
結
婚
資
金

共

済

組

合

」

「

土

地

、

家

庭

を

手

に

入

れ

入
、
学
生
夜
間
部
を
除
く
る
た
め
」
「
老
後
の
生
活
の
た

め
」
と
い
う
環
由
が
続
い
て
い

ま
す
。こ

の
よ
う
に
忍
た
ち
の
生
活

設
計
に
は
、
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

郵
便
局
の
簡
易
保
険
も
創

団
業
以
来
五
十
余
年
を
経
過
し
、

距
保
有
契
約
高
も
五
兆
円
を
越
え

の
る
ほ
ど
大
き
く
成
長
し
て
い
ま

び

餐

「

。

喜

箆

1

山
山
醐
皆
さ
ま
か
ら
お
預
り
し
て
お

に
山
り
ま
す
資
金
は
、
学
校

i

住
宅

相
時
道
路
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
公
共
施

状
場
設
の
建
設
資
金
と
し
て
、
大
き

賞

右

な
役
割
り
を
来
し
て
お
り
ま
す

】

こ

と

し

は

、

明

治

百

年

に

あ

頃

た

O
ま
す
が
、
こ
の
年
を
記
念

E

し
て
「
曲
目
か
な
募
L
K切
る

い
町
づ
く
h

ツ
」
を
テ

i
マ
に
簡

易
保
険
の
新
加
入
運
動
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
を

拠
出
制
弱
気
年
金
が
国
民
皆

年
金
の
大
き
な
選
総
の
も
主
に

昭
和
初
年
4
月
発
足
し
、
早
く

も
6
年
余
を
経
過
し
、
現
在
で

は
ζ

の
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
人
は
全
国
で
ニ

0
0
0

万
に
も
達
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
短
い
期
間
間
で
、
菌

E
h
年
金
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

は
他
の
制
度
に
お
い
て
例
を
み

な
い
こ
と
で
あ
り
そ
の
一
番

大
き
な
理
由
と
し
て
国
民
年
金

制
度
が
国
民
の
所
得
保
障
の
分

野
に
お
い
て
、
貢
献
し
て
い
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
て
来
た
か
ら

と
一
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
月
一
日
か
ら
受
付

入
も
由
来
ま
す
が
、
乙
の
場
合

の
保
険
料
は
、
月
額
三
十
円
を

基
準
と
し
て
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。な

お
、
各
地
区
へ
の
出
強
予

約
受
付
は
表
の
と
お
り
で
す
が

乙
の
場
合
、
行
政
連
絡
員
を
過

し
て
、
保
倹
者
カ
i
ド
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
こ
の
カ
ー
ド
に

記
入
し
て
近
く
の
会
場
九
お
い

で
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
ど
う
し
て
も
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は

役
所
に
勤
め
共
演
組
合
の
組
合

員
で
あ
る
人
と
か
、
会
社
に
動

め
て
厚
生
保
険
者
や
鉛
員
保
険

の
被
保
険
者
で
あ
る
人
お
よ
び

こ
れ
ら
の
人
々
の
配
偶
者
並
び

に
学
生
を
除
き
、
す
べ
て
の
人

が
初
才
に
達
す
る
と
住
所
地
の

市
町
村
長
に
加
入
の
届
出
を
す

る
こ
と
主
定
め
ら
れ
て
お
れ
ソ
ま

す
の
で
、
こ
の
一
月
の
成
人
式

都
民
卓
球
大
会

男
子
団
体
優
勝

552 

去
る
二
月
十
-
日
我
中
体

育
館
に
お
い
て
、
郡
内
五
町
の

代
表
選
手
を
集
め
て
東
葛
鈴
郡

民
卓
球
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し

た。
結
栄
は
、
男
子
が
団
体
優
勝

及
び
個
人
で
も
上
位
を
独
占
し

女
子
は
、
団
体
二
位
、
個
人
戦

で
俊
似
し
ま
し
た
。

男
子
個
人
戦

後
勝
矢
沢
正
道

二
位
君
村
富
雄

一
一
一
位
浅
野
践

女
子
個
人
戦

優
勝
蒲
生
光
子

免
許
受
験
・
更
新
に

診
断
書
不
要

自
動
車
免
許
抵
の
受
験
、
免

許
証
更
新
の
際
に
提
出
し
て
い

た
診
断
書
は
、
三
月
一
日
か
ら

不
用
に
な
り
吉
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

交
通
安
全
協
会




